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規

則

〇
遊
漁
船
業
者
登
録
簿
の
閲
覧
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
水
産
業
振
興
課
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〇
漁
港
漁
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整
備
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施
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細
則
の
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部
を
改
正
す
る
規
則�
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水
産
業
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盤
整
備
課
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一

〇
森
林
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細
則
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一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
森
林
整
備
課
）　
　

二

〇
港
湾
施
設
等
管
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条
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施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
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課
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二

〇
港
湾
区
域
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等
に
お
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に
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す
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規
則
の
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部
を
改
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す

る
規
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建
築
基
準
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施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�
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建
築
宅
地
課
）　
　

五

訓

令

甲

〇
卸
売
市
場
検
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�
（
食
産
業
振
興
課
）　
　

五

告

示

〇
漁
港
漁
場
整
備
法
に
基
づ
く
放
置
等
を
禁
止
す
る
区
域
及
び
物
件
の
指
定�

（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　
　

五

〇
昭
和
二
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
号
（
港
湾
区
域
決
定
）
の
一
部
改
正�

（
港　

湾　

課
）　
　

六

〇
昭
和
三
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号
（
港
湾
区
域
の
認
定
）
の
一
部
改
正�

（　
　

同　
　

）　
　

六

〇
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
五
号
（
仙
台
塩
釜
港
港
湾
区
域
の
変
更
）

の
一
部
改
正�

（　
　

同　
　

）　
　

六

規

則

　

遊
漁
船
業
者
登
録
簿
の
閲
覧
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
一
号

　
　
　

�

遊
漁
船
業
者
登
録
簿
の
閲
覧
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

遊
漁
船
業
者
登
録
簿
の
閲
覧
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
一
条
中
「
第
八
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
中
「
宮
城
県
水
産
林
政
部
水
産
業
振
興
課
内
」
の
下
に
「
及
び
各
地
方
振
興
事
務
所
水
産
漁
港
部
内
」
を
加

え
る
。

　

第
三
条
第
三
項
中
「
閲
覧
所
に
掲
示
」
を
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
」
に
改

め
る
。

　

別
記
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
、「日

本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番

」
を
「日

本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則　

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

漁
港
漁
場
整
備
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
二
号

　
　
　
漁
港
漁
場
整
備
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

漁
港
漁
場
整
備
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

　

第
一
条
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
（
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
」
に
、「
漁
港
漁
場
整
備
法

施
行
令
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
、「
漁
港
漁
場
整
備
法
施
行
規
則
」
を
「
漁
港

及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
中

「　

�　

下
記
の
と
お
り
土
地

・水
面
の
立
入
等
を
し
た
い
の
で
許
可
さ
れ
る
よ
う
漁
港
漁
場
整
備
法

（第
36条
第
�

１
項
に
お
い
て
準
用
す
る

）第
24条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。　
　
　
　

」
を

「　
　

下
記
の
と
お
り
土
地

・水
面
の
立
入
等
を
し
た
い
の
で
、
許
可
さ
れ
る
よ
う
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
に
関　
　

　
　

す
る
法
律

（第
36条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る

）第
24条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
関
係
書
類
を
添

え
て　
　

　
　

申
請
し
ま
す
。
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改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
中
「，

漁
港
漁
場
整
備
法

」
を
「、

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
四
号
中

「　
　

下
記
の
と
お
り
漁
港
施
設
を
改
良
処
分
し
た
い
の
で
許
可
さ
れ
る
よ
う
漁
港
漁
場
整
備
法
第
37条
第
１
項
の

　
　
　

　
　

規
定
に
よ
り
，
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を　

「　
　

下
記
の
と
お
り
漁
港
施
設
を
改
良
処
分
し
た
い
の
で
、
許
可
さ
れ
る
よ
う
漁
港
漁
場
整
備
法
第
37条
第
１
項

　
　
　

　
　

の
規
定
に
よ
り
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
、

「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
三
号
中
「，

漁
港
漁
場
整
備
法
施
行
細
則

」
を
「、

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

」

に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
四
号
中
「，

漁
港
漁
場
整
備
法
施
行
細
則

」
を
「、

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

」

に
、「お

届
け
し
ま
す

」
を
「届

け
出
ま
す

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
五
号
中
「，

漁
港
漁
場
整
備
法
施
行
細
則

」
を
「、

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

」

に
、「お

届
け
し
ま
す

」
を
「届

け
出
ま
す

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
漁
港
漁
場
整
備
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
等
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
三
号

　
　
　
森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

森
林
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
五
項
中
「
別
表
第
二
に
定
め
る
求
積
図
」
を
「
同
表
に
定
め
る
求
積
図
」
に
改
め
る
。

　

第
九
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
図
面
」
を
「
区
域
図
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
第
一
条

各
号
」
を
「
第
三
条
各
号
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４�　

条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
の
う
ち
省
令
第
四
十
八

条
第
二
項
第
五
号
の
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

　

一�　

資
金
計
画
書
（
第
一
項
及
び
第
二
項
の
計
画
書
に
記
載
す
る
場
合
は
、
当
該
計
画
書
の
提
出
を
も
っ
て
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。）

　

二　

預
金
残
高
証
明
書
、
融
資
証
明
書
そ
の
他
の
資
金
の
調
達
方
法
に
応
じ
た
資
金
の
調
達
を
証
す
る
書
類

　

三　

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
そ
の
他
の
法
人
の
財
務
状
況
及
び
経
営
状
況
を
確
認
で
き
る
書
類

　

四　

納
税
証
明
書

　

五　

事
業
経
歴
書

　

六　

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
四
号

　
　
　
港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「

日
和
１
万
５
千
ト
ン
岸
壁

中
島
１
万
５
千
ト
ン
岸
壁

2.01.5

」
を

「

日
和
１
万
５
千
ト
ン
岸
壁

日
和
三
河
１
号
岸
壁

日
和
三
河
２
号
岸
壁

中
島
１
万
５
千
ト
ン
岸
壁

2.01.01.01.5

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
七
号
ま
で
及
び
様
式
第
十
号
か
ら
様
式
第
十
二
号
ま
で
の
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改

め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）
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１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

港
湾
区
域
内
等
に
お
け
る
行
為
の
許
可
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
五
号

　
　
　

�

港
湾
区
域
内
等
に
お
け
る
行
為
の
許
可
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

港
湾
区
域
内
等
に
お
け
る
行
為
の
許
可
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
五
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２�　

港
湾
法
施
行
令
第
十
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
港
湾
管
理
者
が
指
定
す
る
廃
物
は
、
汚
物
（
ご
み
、
燃
え
殻
、
汚

泥
及
び
ふ
ん
尿
を
い
う
。）、
汚
水
、
廃
液
、
鉱
さ
い
、
土
砂
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と
す
る
。

　

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別表第 １（第２条関係）

港　　　湾　　　区　　　域

港湾名 区　　　　　　　　　　　域

仙台塩釜
（仙台港区）

　御殿崎（北緯38度16分40秒、東経141度３分11秒）から97度6,620ｍの地点まで引いた線、同地点から209度3 ,480
ｍの地点まで引いた線、同地点から277度に引いた線及び陸岸により囲まれた海面
　ただし、漁港及び漁場の整備等に関する法律（昭和25年法律第137号）の規定により指定された松ヶ浜漁港の区
域を除く。

仙台塩釜
（塩釜港区）

　腕崎（北緯38度21分５秒、東経141度３分57秒）から117度5 ,600ｍの地点まで引いた線、同地点から109度に引い
た線、唐戸島南端から254度に引いた線及び陸岸により囲まれた海面並びに蒲生北閘門以北の貞山運河水面
　ただし、漁港及び漁場の整備等に関する法律の規定により指定された桂島漁港、野々島漁港、浜田漁港及び須賀
漁港の区域並びに塩釜港漁港区域のうち、地蔵島灯台（北緯38度19分21 .67秒、東経141度４分15 .76秒）から301度
30分3 ,521ｍの地点から60度30分286ｍの地点まで引いた線、同地点から355度80ｍの地点まで引いた線、同地点か
ら54度425ｍの地点まで引いた線、同地点から115度1,300ｍの地点まで引いた線、同地点から152度30分1,780ｍの地
点まで引いた線、同地点から263度30分2 ,045ｍの地点まで引いた線、同地点から273度744ｍの地点まで引いた線、
同地点から359度30分に引いた線及び陸岸に囲まれた海面を除く。

仙台塩釜
（石巻港区）

　下台三角点（1.9ｍ）（北緯38度24分44秒、東経141度14分15秒）から161度3,900ｍの地点まで引いた線、同地点か
ら83度5,800ｍの地点まで引いた線、同地点から０度1,480ｍの地点まで引いた線、同地点から265度360ｍの地点ま
で引いた線、同地点から５度1,405ｍの地点まで引いた線、同地点から349度30分に引いた線及び陸岸により囲まれ
た海面並びに東内海橋及び西内海橋下流の旧北上川河川水面、北北上運河左岸及び南北上運河右岸と定川右岸及び
左岸との各交差点を結んだ線から下流の定川河川水面及び釜入江水面

仙台塩釜
（松島港区）

　高城川右岸川口突端（北緯38度22分24秒、東経141度４分18秒）から127度590ｍの地点まで引いた線、同地点か
ら168度2 ,500ｍの地点まで引いた線、同地点から235度360ｍの地点まで引いた線、同地点から296度に引いた線及
び陸岸により囲まれた海面

女川 　大貝崎から赤根崎南端を見通した線及び陸岸により囲まれた海面。ただし、漁港及び漁場の整備等に関する法律
の規定により指定された女川漁港、塚浜漁港、竹浦漁港、桐崎漁港、飯子浜漁港及び野々浜漁港の区域を除く。

荻浜 　狐穴崎から割石崎まで引いた線及び陸岸により囲まれた海面

雄勝 　丁名崎西南端から大磯崎東端に引いた線及び陸岸により囲まれた海面。ただし、漁港及び漁場の整備等に関する
法律の規定により指定された雄勝漁港、明神漁港、小島漁港及び水浜分浜漁港の区域を除く。

金華山 　船着場突堤基部を中心として半径800ｍの円内の海面

気仙沼 　気仙沼市字三の浜一番地先南端海岸（北緯38度52分37秒、東経141度36分30秒）から270度に引いた線及び陸岸に
より囲まれた海面並びに大川最下流鉄道橋下流の河川水面。ただし、漁港及び漁場の整備等に関する法律の規定に
より指定された気仙沼漁港の区域を除く。

御崎 　磯崎（北緯38度51分33秒、東経141度40分５秒）から234度27分200ｍの地点まで引いた線、同地点から145度350
ｍの地点まで引いた線、同地点から70度に引いた線及び陸岸により囲まれた海面



（5）　令和６年３月29日　金曜日 号外第10号宮　　城　　県　　公　　報

別
表
第
二
中
「

日
和
１
万
５
千
ト
ン
岸
壁

中
島
１
万
５
千
ト
ン
岸
壁

2.01.5

」
を

「

日
和
１
万
５
千
ト
ン
岸
壁

日
和
三
河
１
号
岸
壁

日
和
三
河
２
号
岸
壁

中
島
１
万
５
千
ト
ン
岸
壁

2.01.01.01.5

」
に
、「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
十
号
ま
で
の
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
港
湾
区
域
内
等
に
お
け
る
行
為
の
許
可
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上

著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
港
湾
区
域
内
等
に
お
け
る
行
為
の
許
可
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
六
号

　
　
　

�

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
五
条
の
見
出
し
中
「
申
請
書
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
一
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
、
省
令
第
二
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
第
十
条
の
十
六
」

を
「
第
十
条
の
十
六
第
一
項
」
に
、「
第
十
条
の
二
十
一
」
を
「
第
十
条
の
二
十
一
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
百
三
十
八
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
に
確
認
通
知
書
を
添
え
て
」
を
「
を
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
�三十
項
」
を
「
�二十九
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
四
条
中
「
第
六
項
（
政
令
第
百
三
十
七
条
の
五
第
一
号
」
を
「
第
七
項
（
政
令
第
百
三
十
七
条
の
八
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
、「
自
動
車
車
庫
等
」
を
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
路
の
部
分
、
共
同
住
宅
又
は
老
人
ホ
ー
ム

等
（
法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
老
人
ホ
ー
ム
等
を
い
う
。）
の
共
用
の
廊
下
又
は
階
段
の
用
に
供
す
る
部
分
、

同
条
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
、
自
動
車
車
庫
等
部
分
、
備
蓄
倉
庫
部
分
、
蓄
電
池
設
置
部
分
、
自
家

発
電
設
備
設
置
部
分
、
貯
水
槽
設
置
部
分
及
び
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
部
分
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号
、
様
式
第
八
号
か
ら
様
式
第
九
号
ま
で
の
様
式
、
様
式
第
十
一
号
の
二
か
ら
様
式
第

十
三
号
ま
で
の
様
式
、
様
式
第
十
五
号
、
様
式
第
十
八
号
か
ら
様
式
第
二
十
一
号
ま
で
の
様
式
、
様
式
第
二
十
三
号
か

ら
様
式
第
二
十
七
号
ま
で
の
様
式
並
び
に
様
式
第
二
十
九
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
改
正
後
の
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
号

　

卸
売
市
場
検
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
卸
売
市
場
検
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

卸
売
市
場
検
査
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　

�　

た
だ
し
、
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
帳
簿
そ
の
他
の
書
類

に
つ
き
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

別
記
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号

　

平
成
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
五
十
七
号
（
漁
港
漁
場
整
備
法
に
基
づ
く
放
置
等
を
禁
止
す
る
区
域
及
び
物
件
の

指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
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�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
放
置
等
を
禁
止
す
る
区
域
及
び
物
件
の
指
定
　

　

「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
号

　

昭
和
二
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
十
号
（
港
湾
区
域
決
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

「
漁
港
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号

　

昭
和
三
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号
（
港
湾
区
域
の
認
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
六
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
一
号
中
「
漁
港
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号

　

平
成
二
十
四
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
五
号
（
仙
台
塩
釜
港
港
湾
区
域
の
変
更
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。


